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論文題名：Anatomical Study of Perfusion of a Periosteal Flap with a Lateral Pedicle 
     （側方を茎とする頭部有茎骨膜弁の血行に関する研究） 
 
 
 本研究では、頭部の側方茎の有茎骨膜弁を安全に挙上するための血行支配について、
新たな知見が提供された。未固定屍体を使用し、頭皮を全層で頭蓋骨より挙上し、頭皮
を構成する各層に対して肉眼的観察、造影X線画像による観察、ならびにX線立体画像の
三次元的解析が行われた。これらの結果から、有茎弁として骨膜弁を挙上する場合、骨
膜のみでは血行が不安定となるため、疎性結合組織を含めて挙上すべきであることが考
えられた。また過去の報告では頭蓋骨骨膜の血流支配は左右に分かれているため、正中
を超えて挙上した骨膜弁は血行が不良になるとされていたが、本研究から疎性結合組
織・骨膜弁として挙上することで正中を超えても挙上することが可能であろうことが示
唆された。 
 審査では、まず未固定屍体の死後経過時間や保存状態による結果の差について問われ
た。これに対して、水分を多く含む死後直後の検体と死後一週間以上経過し、乾燥しつ
つある検体では、層構造そのものには変化はないが、乾いた検体では層構造そのものが
観察しづらくなること、また、従来の研究では一般に固定屍体が用いられていたが、こ
れでは層構造が薄く、また剥離が困難となり、疎性結合組織の血管が骨膜そのものに存
在する血管であると認識されていた可能性があると回答された。 
 次に三次元的解析において、深部に向かう血管と浅部に向かう血管をどのように判別
しているかについて問われ、解析ソフトと機器を用いて肉眼的に判別しうると回答され
た。また、浅側頭動脈の中枢側、末梢側において分枝の数に有意差を生じた理由につい
て問われ、浅側頭動脈近位部では深部に側頭筋が存在することによる影響である可能性
があると回答された。 
 さらに周囲からの穿通枝が存在しない骨膜遠位部において、近位部で浅側頭動脈本管
の一部が含まれていれば皮弁は生着するか、と問われた。骨膜上の疎性結合織が含まれ
ればこの中には血管網が形成されていることが確認できたので、生着する可能性がある
と回答された。 
 最後に、新鮮屍体への造影剤注入による画像と、生理的ないわゆる「血流」との乖離
について問われた。例えば、本研究で豊富な血流の存在が示唆された帽状腱膜深層の疎
性結合組織は、実際にはその剥離時に出血を認めることが少ないことからも、少なから
ず両者に乖離があり、これを基に皮弁・骨膜弁のデザインを行うには不十分なのではな
いかと指摘された。これに対し、指摘された事項が本解剖学的研究の限界であり、今後
の課題であるとして認識が共有された。ただし本研究では高圧をかけると造影される血
管が確認できたので、通常は収縮し使用されていなくても、予備能力として開通して使
用可能な血管が存在するのは確かである、と考察された。 
 以上、本研究は今後さらに検討すべき課題が残されているものの、頭部の側方茎の有
茎骨膜弁の安全な挙上方法を明らかにした点で、基礎的・臨床的に有意義な研究である
と評価された。 
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